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1.競技会プログラム 

MIRS競技会実行委員長 井上 裕太 

 MIRS（ミルス）とは，Micro Intelligent Robot System(小型自律移動
ロボット)の略で，私たち電子制御工学科4年生がこれまで培った知
識と技術を総動員して製作するロボットのことです．私達は4月に全
5チームのメンバーが発表されてから，休日や放課後に集まり，夜
遅くまで学校に残って開発に取り組みました．今年度は8月の一日

体験入学で成果を発表しました，その経験をふまえ，オリジナル機
体を開発するための方針を，11月の高専祭でポスタープレゼン

テーション発表し，その方針に基づいて開発を行ってきました．
MIRSの開発途中では様々な壁がありましたが，マネージャーを中

心にチーム一丸となって乗り越え，メンバーの間に信頼と絆が生ま
れました． 

 競技内容は「警備」です．MIRSが警備ロボットとなり，宝物が展示

された建物内の巡回や，宝物を盗もうとする怪盗から宝を守るため
に，各チームがオリジナリティを発揮します．下級生の皆さんは，自
分たちが4年生になったときのことを考えながら見てください． 

 電子制御工学科4年生一同，皆様に楽しんでいただけるよう全力
で挑戦いたしますので，どうか暖かいご声援をよろしくお願いします． 

 

2.実行委員長挨拶 

 ①開会宣言  ⑥競技2回目  

 ②審査員紹介  ⑦結果発表  

 ③競技説明 ⑧表彰・講評  

 ④競技1回目  ⑨閉会宣言  

 ⑤休憩  



3.MIRSとは 

企 画 基本設計 詳細設計 

試 作 評 価 改良設計 

 沼津高専電子制御工学科では，1988年より自律移動ロボット 

Micro Intelligent Robot System，通称MIRS 

の製作をカリキュラムに取り入れています． 

 このカリキュラムでは，与えられた課題をクリアするために，ロボットの企 

画から設計，試作，評価といったものづくりの過程を経験し，その経験を通 

して創造性の育成，ドキュメントの作成や品質管理などを含めたシステム 

の設計・開発プロセス全般を学習することを目的としています. 

 

 

 

 

 

 

 

 

1年間の成果を学生が主催する競技会で発表します. 

4年生が1年間かけて
製作しました!! 

チームの集大成です. 



提案競技会とは 

 昨年度まではMG3(MIRS Generation 3)として，いろいろな仕掛けが組み込まれた

迷路の攻略に挑んできましたが，今年度より，MIRSの競技内容が変わります． 

 社会で活躍しているロボットや現在開発が進められているロボットを，夏休みを利

用して日本各地に調査しに行きました．そして，今社会に必要とされている技術や

今後必要になるロボットが何かを知り，その結果をふまえて競技会を提案しました． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度の競技では，MIRSが警備ロボットとなって，展示場に侵入した怪盗から宝

物を守ります． 

このような内容の競技に決定した理由は， 

• 人間が入ることができない極限環境下で，ロボットと人間が協調して作業を行う

こと 

• これまで人間が行ってきた作業の一部をロボットが担うことによって人間の負担

を軽減すること 

が社会的に求められていることが背景にあります． 

また，MIRS競技会を見に来てくださる皆さんにも楽しんでもらいたいと思い， 

• 見て楽しめる競技 

にしたいという学生の意見も取り入れました． 

社会のニーズの
調査 

競技概要の
検討 

1月24日 

競技会 
ルール検討 



4.競技説明 

Ⅰ.競技名  ”MIRSAK” （ミルザック） 

Ⅱ.競技内容   展示場を模した競技場内を巡回し，宝物を盗もうとする
  怪盗から宝を守る自律移動ロボットによる競技 

Ⅲ.競技規定 

1.競技内容 
① 競技は各班2回行う．1回の競技時間は6分とする．競技開始は審判

によって開始の合図が出された時点とする． 

② 各回の競技の合計点によって順位を決定する． 

③ 各班の競技は，競技時間内に宝を1つでも守りきるか，怪盗に脱出
された時点で終了とする． 

④ 競技途中での棄権を認める． 棄権した場合,その時点での得点から
‐180点を引いた得点となる． 

⑤ 競技1回目の順番はくじ引きで決定する．くじ引きは競技会以前の適
当な時期に行う．競技2回目は競技1回目の得点の低い班から行う． 

⑥ 競技1回目と2回目の間にロボットの改良及びソフトウェアの変更を
行っても良い． 

⑦ 競技1回目と2回目の間においてただし，宝の位置と怪盗の色は変
更する． 

⑧ 8に示す禁止事項を行った場合は，その行為が確認された時点で失
格とする．失格となった場合は競技を中断し，その下位の競技の得
点を-180点とする． 

2.競技の流れ 
① 宝の位置の情報を決定する．それを各班ごとに決めた方法でMIRS

に情報を転送する． 

② 審判の合図により競技開始，初めに巡回を行う．3分以内に各台座
をすべて回ることでクリアとする． 

③ 開始から3分経過すると怪盗が侵入する．ここからは終了時間まで
怪盗から宝を守ることが目的となる．怪盗に宝をすべて盗まれて脱
出されても競技終了となる． 

④ 5に示す動作により随時加点・減点される．得点は7に示す． 

⑤ 競技中に審判に申告することで，機体に触れることができる．ただし，
その度に減点する． 



3.ロボット 

警備ロボット 
① 動作は自律型でなければならない． 

② ロボットの大きさは，競技の開始時において底面50cm×50cm，高さ
33cm以内に収まるものとする． 

③ 変形は可能とし，前後左右の最大長が75cm以内に収まるものとす
る．ただし，元の大きさに自動で戻れることを必須とする． 

④ 飛び道具は禁止する． 

⑤ 電源は，ロボット自身に搭載する電池から供給するものとし，外部か
ら供給してはならない． 

⑥ 競技中にロボットの部品が落ちてはならない． 

怪盗ロボット 

① ラジコン操作とし，ライントレースにより走行する．ロボットの大きさは
底面が30cm×30cm，高さ33cmとし，最高移動速度は30cm/secとす
る． 

② 後部に超音波を搭載し，後方から接近する警備ロボットを感知する
ことができ，宝を盗むためのアームを有している．また，背後の方向
へ赤外線を出している． 

③ 走行が3秒間妨げられると停止する． 

④ 怪盗を特定するための情報があり，怪盗の上部に直径20cmのボー
ルが取り付けられている．ボールの色は赤か青とする．怪盗の正面
に2桁の数字が付けられる．大きさは以下の図に示す． 

 

 

 

 

 

 

4.競技場 
① 競技場の大きさは5m×5mとする． 

② 壁は高さが33cmとする． 

③ 壁の色は透明とする．板には縁に黒のラインがあるものとする． 

④ 競技場の床には50cm×50cmの黒いタイルカーペットを敷き，その上
にフィールドを構築する． 

⑤ 床には怪盗ロボット用にライントレースの5cm幅の白線が引かれる． 

⑥ 出入口は，警備ロボット用が1箇所，怪盗用が2箇所ある． 



5.競技場内の仕掛け 
①小部屋 

A)大きさは100cm×100cmまたは，100cm×150cmとし，色は白とする．
ただし，競技場の外壁と接する部分は競技場の壁を用いる． 

B)中には必ず台座が設置されている． 

C)以下の図に小部屋の例を示す． 

 

 

 

 

 

 

②柱 

A)大きさは50cm×50cmの角柱と直径20cmの円柱とし，色は白とする． 

B)以下の図に柱の例を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

③台座 

A)大きさは，底面20cm×20cm，高さ8cmとする． 

B)競技場に10個設置される． 

 

④宝 

A)大きさは，底面15cm×15cm，高さ25cmとし，台座の上に設置される． 

B)正面に1桁の番号がある． 

C)競技場に6個設置される． 

D）ライトが点灯しているときを宝があることとし，消灯されたとき宝が盗ま
れたとする． 



7.順位及び判定 
① 競技順位は，競技2回の合計点が多い方を上位とする． 

② 合計点が同じ場合は，ⅰ到達したチェックポイントの数，ⅱ怪盗確保
後の残り時間，ⅲ3分間での到達したチェックポイントの数，を基準
に順位を決定する． 

③ 途中棄権した場合はそのときの点数から宝がすべて盗まれた分の
点数を減点したものが得点となる． 

④ 表に仕掛けの配点を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.禁止事項 

 以下のことを行った場合は失格とする．なお、宝がすべて盗まれ
たものとし、得点は-180点とする． 

① 競技中にロボットの遠隔操作をする．ただし，ロボットの状況を把握
するために無線でロボットに接続することおよびデータ転送は可とす
る． 

② 競技場内に設置された壁を乗り越える． 

③ 競技場を故意に破壊する． 

得点方法 点数 

巡回(チェックポイントにつき) 15  

巡回完了 30 

宝の確認 10 

宝の確認失敗 -10 

宝の確認(数字認証) 5 

怪盗の撮影 30 

怪盗の撮影(数字認証) 15 

確保 50 

残り時間ボーナス(10秒ごと) 5 

宝を盗まれる -30  

競技場の破壊 -15  

機体に触れる -20 



5.競技場 



6.チーム紹介 





 



http://supalogo.com
/up/T93jMP138691308
7.png 

【人物】通称「たぬきち」 
【一言】疲れた眠い( ˘ω˘ )ｸｿﾈﾐ 

【人物】ただひたすらにポジティブ 
【一言】どうにかなるっしょ～（ﾄﾞﾔｯ） 

 【人物】平成のサムライ 
 【一言】またつまらぬものを切ってしまった… 

【人物】クローゼットは四次元 
【一言】綺麗な機体,作りたい。 

【人物】八割方デザイナー業 
【一言】MIRSよりMETALが好きです 

【人物】ハンター兼勇者兼トレーナー 
【一言】ゼル伝神トラ２発売中！ 



 「高速」 

・５個のカメラによる高速認識 

・高性能モータによる高速走行 

・高負荷にも負けない

・ドットマトリクスに

    （めっちゃ光

【人物】チキンラーメンを５分煮込む男 
    1302班の司令塔。 
【一言】歯ごたえなぞ必要はない。 
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自己位置の測定 

どうもマネージャーです。ところで昨日の夕飯豚キムチ鍋だったんですけ
ど,TV見てる間に全部「しらたき」食べられちゃったみたいで…「しらた
き」食べられませんでした。まぁつまり正確に言えば昨日の夕飯は「鍋」
ではなく「鍋（without しらたき）」なわけで…ちょっぴり残念です。
あ,MIRS頑張ります。 

 

飯塚 









MIRSは次の方々に応援していただいています。その1 

二和工業商会 

仲見世本店・サントムーン店 



コミュニティ長泉 

長泉小学校 

長泉中学校 

MIRSは次の方々に応援していただいています。その2 

長泉中土狩店・下土狩店 

沼津店 


